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１．「物価高騰の今だからこそ」という観点 

 多くの国民は今、物価高騰に苦しんでいます。その物価高騰に苦しんでいる国民の全産業平

均賃金月額はというと、363,100円（2024年 男性・常用労働者 厚生労働省調査）です。 

 ということは、議員報酬は最低でも 363,100円以上でなければ、今勤めている仕事を辞

めてまで「専業」で議員になろうとする人はまず出てこない、ということになりはしないでしょ

うか。 

 国民の平均賃金以下で、議員になっても（養育を含む）生活に困らない人というのは、一部

の企業経営者やゆとりある専業主婦、一部の年金生活者などに偏ってしまいます。「自由に処

分できるお金と時間に恵まれている人」でない限り、なかなか立候補はできません。 

 そうなると、議員の多様性は失われ、勤労世代や女性の声が届きにくくなってしまいます。

これは民主主義の危機と言ってよいでしょう。物価高騰の今だからこそ報酬アップなのです。 

 

２．「議員と議会の力を質・量ともに高める」という観点 

議員の成り手不足解消といっても、「頭数
あたまかず

」さえ揃えればいいというものではありません。

住民福祉増進のためには、「議会力」の向上が必要です。 

「議会力」を構成する「政策提言機能」と「行政監視機能」を強化するためには、意欲が高く、

探究心が旺盛で、民主的な高い見識を持った有為な人材を多数確保し、成長してもらう必要

があります。議員が成長するためには、調査や研究、住民との対話等に要する時間を十分に確

保しなくてはなりません。 

議員活動に専念し、議員として成長するためにも、「兼業する必要のない報酬を保障する」

ことが必要不可欠の条件となるのではないでしょうか。 

 


